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今月の特集Special  Feature

受験と禁煙
主人がタバコをやめてから25年になります。長男が高校受験

の年でした。「お父さんも頑張るからな」と、のど飴をなめなが

ら戦っていました。おかげさまで、受験と禁煙はなんとかなり

ました。その後、体重増加になり、ダイエットに挑戦していた時

期もありました。25年は長いようであっという間ですね。

（大垣市 すみれさん）

姉妹での海外旅行
25歳の時に姉とオーストラリア旅行へ行きました。エアーズ

ロックへ行き、今まで見たことがない風景に感動しました。地平線、

星空も綺麗でした！今は姉も私も結婚し、家族がいて、なかな

か海外旅行には行けないので、また子どもが大きくなったら、

今度は子どもと行ってみたいです。

（大垣市 かちかちさん）

にまつわるにまつわる

ずっと変わらず…
25歳、最愛の旦那様と結婚した歳です。主人との出会いは私が

中学2年生、彼が中学1年生の時でした。私が所属していた部活動

に彼が入部してきたのです。彼は小柄で私の肩の高さしかなく、

まるで弟ができたような気分でした。いつもコロコロと2人でじゃれ

あっていました。そんな彼が私に好意を抱いていると告白してくれた

のは教員採用試験に受かった日。「これから子どもたちに、自分の

気持ちを言えるようになってほしいと言う立場になった自分が、自分

の気持ちを言えないようではいけない」と。驚きました。でも改めて

彼を見てみると、その純粋さ、誠実さ、優しさが見えてきました。

そして25歳の秋、めでたく

結婚。彼は全く昔のままの

彼で、ずっと変わらず愛して

くれています。

（ひとみさん）

今も現役
社会人になって初めて就職した会社から、初めて

の転職をしたのが25年前です。あれから25年

たった今でも現役の介護士でいます。この仕事

は本当に嫌な思いもしますし、理不尽なことも

あって大変です。でもやはりお年寄りが私を見

つけると「来てくれたの、うれしい」とか「待って

いたよ」と言ってもらえる事が何よりうれしい

瞬間です。その瞬間のおかげでこれだけの

年月続けられたのかもしれません。

（TOMOさん）

コープぎふ25周年を記念して、「25にまつわる私の物語」エピソードを

組合員の皆さんから募集しました。25歳のとき、25年前、2年前、5歳の誕

生日、25回目の○○などなど…。「25」または「2」「5」にまつわる思い出

のエピソードをご紹介します！
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人生で最良の日
子どもが平成25年2月25日生まれです。第一子で、両家とも

初孫。本当にみんなに祝福されて生まれてきました。初めての

出産はわからないことだらけで、痛くて、苦しくて…頑張っていま

したが、出産の最中に分娩台で主治医の先生が「酸素マスク

もってきて！」と言ったのが聞こえました。「あぁ酸素が必要な

くらい大変なんだ…」とフラフラの頭で考えていたら、付き

添いの夫が「もう頭が見えてるよ！頑張れ!!」と励ましてくれ、

その言葉で意識をはっきり取り戻して、そのままマスクをつける

前に産むことができました。夫は

号泣。今までの辛さを一瞬にして

忘れました。私にとって人生で最良

の大事な思い出です。

（岐南町 デイジーさん）

思い出の銀婚式
銀婚式を思い出します。2人でラーメンを

食べていて、お店のカレンダーを何気なく

見たら「今日、結婚記念日やん。しかも

25回目の」と私。主人は「ふ～ん」と一

言だけ。でも、帰りにちょっと高めのおい

しいケーキを買って2人で食べました。

（多治見市 リオママさん） 

生協との出会い
25年前と言えば主人と結婚して社宅に住んで3年目、娘が2才の

頃ですが、まだ知り合いも少なくて、近所の方と挨拶するくらい。

そんな時に近所の方に「生協に入りませんか？」と勧められました。

「3人以上で利用すれば宅配料はかからず、週に1回グループで

品物を引き取りできる」と言われ、ぜひに…と入りそれで知り合い

もできました。トラックで持って来てもらえるので、昔は秋刀魚10尾

を買って、皆で分け合いをしていました。懐かしいです。

（各務原市 ぽっぽちゃんさん）

まだまだ元気でね
うちの大切な息子（黒のラブラドールの男の子）の誕生

日が1月25日です。来年で11歳になります。まだまだ元

気ですが、今年の夏は初めて散歩を

嫌がったので心配になりましたが、今

は元気に散歩に行くようになりまし

た。今年の暑さは本当に辛かったんだ

と思います。

（関市 いしまきさん）

大切な母
2月5日は義母の誕生日です。

結婚してから、ずーっと私を実の

娘のように大切に大切にしてくれ

ています。実の両親がいない今、

私には大切な母です。

（大垣市 まだどさん） 

くすぐったい気持ち
25歳の時、子どもが生まれてお母さんになり

ました。出産は想像以上に壮絶で、生まれた赤

ちゃんは小さくて、でも、さっきまでお腹にいた

のが不思議なような。周りの人から「ママ」、

「お母さん」と呼ばれる事に、くすぐったい気持

ちでした。

（羽島市 ちーままさん）

辞めなくてよかった！
2年間だけやろうと始めた乗馬を、ちょうど辞めよう

としていたのが25年前。残っていた騎乗チケット

を使い切るつもりで毎週行っていたら、そこで友達

ができ、続けることになりました。そのあと出会っ

た人と結婚して今があります。あのとき辞めなく

てよかった～！

（海津市 なーきさん）


